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観光の振り返りを支援する観光日記生成/印刷システム

「KaDiary/カダイアリ―」の開発と運用

熊野 圭馬1,a) 宮川 怜1 國枝 孝之2 山田 哲2 後藤田 中3 紀伊 雅敦4 八重樫 理人4,b)

概要：観光情報は，観光の動機づけとなり，行動の効率化を促す「事前情報」，観光中に観光地において

入手される「現地情報」，観光後に自身の観光行動をまとめた「事後情報」に分類することができる．観

光情報に関する取り組みの多くは，「事前情報」，「現地情報」に関するものであるが，近年「事後情報」

に関する取り組みが注目されている．著者らは，観光の振り返りを支援する観光日記生成/印刷システム

「KaDiary/カダイアリ―」の開発し，香川県小豆島において運用を行った．カダイアリ―は，観光者が観

光中に撮影した写真から観光日記を生成することで，観光における「事後情報」の生成を支援している．

本論文では，カダイアリーの開発と運用について述べる．
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Abstract: Tourist information is classified into ”Pre-information” that motivates tourism and promotes effi-
ciency of behaviors, ”Spot-information” that is obtained in tourist spots during tourism, ”Post-information”
that summarizes tourists’ behavior after tourism. Many of efforts that related to tourists information are
concerned ”Pre-information” and ”Spot-information”, but in recently efforts of ”Post-information” have
attracted attention. The authors developed the travel diary generating/printing system(KaDiary) which
supports looking back on tourism, and operated in Shodo Island, Kagawa Prefecture. KaDiary supports
generating ”Post-information” by generating travel diary from photos which are taken by tourists during
tourism. This paper describes development and operation of KaDiary.
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1. はじめに

2012年 3月に「観光立国推進基本計画」[1]が閣議決定

された．「観光立国推進基本計画」は，2007年に施行され

た「観光立国推進基本法」[2]に基づく観光立国の実現に関

する基本的な計画であり，「観光立国推進基本計画」に基づ

いた観光施策が実施されている．「観光立国推進基本計画」

には，前文において，「観光立国を実現することは，二十一

世紀の我が国経済社会の発展のために不可欠な重要課題で
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図 1 観光情報ライフサイクル

ある」と記述されており，観光を日本の重要な政策の柱と

して明確に位置づけている．

前田 [3]は，観光情報を「観光者が観光をする際のあらゆ

る場面において必要となる情報」と定義している．安村 [4]

は，観光行動のステージによる観光情報の分類を行った．

市川 [5]は，安村が行った観光情報の分類について，観光

における観光情報は，準備段階で必要な「事前情報」，目

的地で必要な「現地情報」，観光が終わった後に取り扱う

「事後情報」の 3つの情報に分類され，それぞれの段階に応

じた内容と形態で適切な情報を発信していく必要があると

述べている．「事前情報」は，観光旅行への要求の派生と

動機づけになるような，観光イメージを高める情報と，観

光旅行計画を立案するために必要な，観光候補地や宿泊施

設等に関する詳細な情報である，観光イメージを高める情

報発信には，テレビ CMや雑誌の他，地方自治体や観光協

会が開設する観光ポータルサイトや観光口コミサイトなど

Webサイトが用いられる．「現地情報」は，観光案内所な

どで提供されるパンフレットや地図などがそれにあたる．

近年では，デジタルサイネージや地域内限定で利用できる

スマートフォン用アプリケーションによって，現地情報を

提供する自治体も増加している．「事後情報」は，旅行記や

アルバム写真など，観光行動を振り返り整理するために取

り扱う情報である．加えて，訪れた土地や利用した施設に

対する感想や評価に関する情報も含まれる．また，訪れた

土地や観光施設に興味を持ち，観光旅行後により詳細に調

査するため収集した情報をさすこともある．

我々は，観光の振り返りを支援する観光日記生成/印刷

システム「KaDiary/カダイアリ―」を開発した．カダイ

アリ―は観光者が観光中に撮影した写真から観光日記を生

成し，生成した観光日記をプリンタを用いて印刷するシス

テムである．カダイアリ―を用いることで，観光者の「事

後情報」の生成を支援できる．また，生成した観光日記を

他の観光者へ公開することで，他の観光者の「事前情報」

として活用することができる．本論文では，カダイアリ―

の開発および香川県小豆島における運用について述べる．

2章では，関連研究について述べる．3章では，カダイア

リーについて述べる．4章では，香川県小豆島におけるカ

ダイアリ―の運用について述べる．5章では，まとめと今

後の展望について述べる．

2. 関連研究

本章では，関連研究について述べる，2.1章では，本研究

の先行研究にあたる観光情報ライフサイクルに基づく観光

支援システムの開発について述べる．2.2章では，写真を

用いた観光支援に関する研究について述べる．2.3章では，

観観光日記生成を支援する研究について述べる．

2.1 観光情報ライフサイクルに基づく観光支援システム

の開発

上田 [6][7]らは，観光の段階に合わせて観光者が求める

情報が変化していくことを示した観光情報ライフサイクル

(図 1)を提案すると共に，観光情報ライフサイクルのそれ

ぞれの段階において，観光情報の生成/共有を支援する観

光支援システムを開発した．図 1は，上田らが提案した観

光情報ライフサイクルを示している．上田らが開発した観

光支援システムは，他の観光者が生成した「事後情報」を，

「事前情報」として提供し，観光計画の立案を支援する．ま

た，立案された観光計画に基づいて，「現地情報」として観

光行動に関する情報 (観光行動情報)を収集する．さらに，

観光前に立案された観光計画と観光中に収集された観光行

動情報を用いて，観光の思い出を振り返ることのできる情

報 (観光ポートフォリオ)を「事後情報」として生成する．

上田らの開発した観光支援システムによって，観光情報ラ

イフサイクルに基づいた「現地情報」の収集，「事後情報」

の生成，「事前情報」の共有が可能となった．上田らの開発

したシステムは，現地における様々な情報をまとめて「事

後情報」として生成することはできるが，振り返りを支援

する仕組みは有していない．

2.2 写真を用いた観光支援に関する研究

観光中に撮影された写真は，自身の観光を振り返るきっ

かけとなりえる．浦田 [8]らは，地域観光を支援するため

のフォトラリーシステムを開発した．浦田らが開発してシ

ステムは，観光地でのフォトラリーを通じて，その観光地

に対する理解を深めることができる．藤原ら [9]は，観光

予定者のためのパノラマ画像を介した観光共有システムを

開発した．藤原らが開発したシステムは，観光地において

撮影されたパノラマ画像に，詳細情報を表示するためのア

イコンを付与し，観光予定者に写真の詳細情報を提供する．

これらのシステムは観光前の観光者，現地における観光者

の支援（観光情報における「事前情報」，「現地情報」の支

援）を目的としている．観光における「事後情報」の支援

に関する研究もおこなわれている．Vuら [10]は，香港の

公園訪問者の行動を位置情報付き写真を用いて調査した．

Vuらは，訪問者の行動を写真が撮影された位置情報と写

真に付与されるタイトル，タグ，コメント等の文字情報か

ら抽出した．倉島ら [11]は，写真共有サイト上のジオタグ
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図 2 カダイアリ―の概要図

情報を人々の旅行履歴として利用し，トラベルルートを推

薦した．これらの研究は，「事後情報」に関する取り組みで

はあるが，観光者の観光行動抽出に主眼を置いたものであ

り，観光の振り返りを支援するものではなかった．

2.3 観光日記生成を支援する研究

伊藤ら [12]は，電子思いでノートの開発と日中での適用

を行った．伊藤らが開発したシステムは，観光地で撮影し

た写真に手書きで文字やイラストを書き込こんだ旅行記を

専用の SNSサイトに公開できるシステムである．また，閲

覧者によって追加の文字・イラストの書き込みを行うこと

ができ，SNSサイトへの公開と追加の書き込みを通じ，旅

行記の作成を促進できることを明らかにした．長尾ら [13]

は，スマートフォンを用いた観光アルバム作成アプリケー

ションの開発を行った．長尾らが開発したシステムは，写

真と位置情報から観光スポットごとのアルバム作成を支援

するものであり，写真撮影を通じて，現地での体験を促し，

その場所についての理解を深めることを目標にしている．

いづれの研究も観光日記生成を支援ているが，観光の振り

返りを目的とした研究ではなかった．カダイアリ―は，観

光者の「事後情報」の生成を支援し，生成した観光日記を

他の観光者へ公開することで，他の観光者の「事前情報」

として活用することを目指している点でこれら研究とは異

なる．

3. 観光日記生成/印刷システム「KaDiary/カ

ダイアリ―」

本章では，カダイアリ―について述べる．3.1章ではカ

ダイアリ―の概要について述べる．3.2章では，観光情報

ライフサイクルの中でのカダイアリ―の利用イメージにつ

いて述べる．

3.1 カダイアリ―の概要

カダイアリ―は，観光者が観光中に撮影した写真から電

子媒体の観光日記を生成し，プリンタを用いて印刷するシ

ステムである．カダイアリ―は，Webアプリケーションと

して動作するシステムであり，クラウドプラットフォーム

のMicroSoft Azure[14]上にシステムを構築した．これに

より，本システムは観光者が所持している携帯情報端末上

を用い，インターネット経由で利用できる．図 2はカダイ

アリ―の概要を示している．カダイアリ―は，観光情報送

信アプリケーション，観光情報登録アプリケーション，リ

コークラウドから構成される．

観光情報送信アプリケーションは，観光情報を入力・送

信するためのアプリケーションであり．観光者が所有する

携帯情報端末上で動作する．観光情報送信アプリケーショ

ンは，観光情報入力機能，観光情報送信機能から構成され

る．観光情報入力機能は，観光者が観光日記のタイトル，

観光中に撮影された写真，それぞれの写真に付与されるコ

メントを入力するための機能である．観光情報送信機能

は，観光者が入力した情報を観光情報登録アプリケーショ

ンへ送信するための機能である．

観光情報登録アプリケーションは，観光情報送信アプ

リケーションから取得した，写真，写真に付与されるコ

メント，観光日記のタイトルから電子媒体（Webページ，

PDF）の観光日記を生成し，データベースに登録するため
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表 1 EXIF 情報

情報 記述

メーカー ASUS

モデル Nexus7

撮影日時 2014:08:06 10:32:45

ファイル名 Ritsurin1.JPEG

緯度 34.3289

経度 134.0447

サムネイル画像の高さ 320px

サムネイル画像の幅 480px

ファイルタイプ image/jpeg

のアプリケーションである．観光情報登録アプリケーショ

ンは，観光情報抽出機能，Webページ生成機能，PDF生

成機能，観光情報登録機能から構成される．観光情報抽出

機能は，写真に付与されるメタデータである EXIF情報を

抽出する機能である．表 1は，抽出された EXIF情報の例

を示している．観光情報抽出機能は，写真が撮影された撮

影日時，緯度，経度を抽出する．Webページ生成機能は，

写真，写真に付与されるコメント，観光日記タイトル，写

真が撮影された地点の緯度経度，写真が撮影された日時を

用いてWebページ形式の観光日記を生成する機能である．

作成された観光日記は，他の観光者へと共有される．PDF

生成機能は，Webページの観光日記を PDFに変換・生成

する機能である．PDF形式に変換することにより，後述す

るリコークラウド上へのアップロードが可能となる．観光

情報登録機能は，写真，写真に付与されるコメント，観光

日記のタイトル，Webページ形式の観光日記，PDF形式

の観光日記をデータベースに登録する機能である．

リコークラウドは，クラウド上にアップロードされた

PDFデータを，クラウドに接続されたプリンタから印刷

する仕組みである．リコークラウドを用いることで，観光

者は場所・時間にとらわれることなく，クラウド上に PDF

データをアップデートできる．

図 3，図 4，図 5は，生成された観光日記のサンプル

を示している．図 3は，観光日記の表紙ページを示してい

る．表紙ページには，観光ルートと写真を撮影した位置が

プロットされた地図，観光日記のタイトル，観光に行った

日付，観光した時間，移動した距離が表示される．地図上

の観光ルート算出と写真を撮影した位置のプロットには，

Google Maps APIs[15]を用いた．地図上に表示されてい

るピン (A～G)は，写真を撮影した位置を，撮影した時刻

順に並べてプロットしており，青色の線は，観光者の観光

ルートを示している．観光した時間は，一番最初に撮影し

た写真と一番最後に撮影した写真の差から算出される．移

動した距離は，地図上に表示された観光ルートから算出さ

れる．図 4は，観光日記のメインページを示している．メ

インページには，観光日記のタイトル，観光に行った日付，

写真，写真に対するコメント，写真が撮影された時間が表

⼩⾖島オリーブ⽇記

2015年08⽉20⽇
観光した時間：04時間35分12秒     移動した距離：40.153Km

P re s e n te d  b y Ka g a wa  U n i ve rs i ty,  Ya e g a s h i  L a b o ra to ry

S u p p o rte d  b y Te ri m u ku ri

F

E

AG
D

BC

Map S ate llite

2 km Map  d ata ©20 16  G o o g le ,  ZENRIN Te rms o f Use

図 3 表紙ページ

示される．図 5は，観光日記の概要ページを示している．

概要ページには，観光ルートと写真が撮影された位置がプ

ロットされた地図，観光日記のタイトル，観光した時間，

移動した距離，写真，写真が撮影された時間が表示される．

3.2 カダイアリ―の利用イメージ

図 6は，観光情報ライフサイクルの中でのカダイアリ―

の利用イメージを示している．観光地において「現地情報」

に触れた観光者は，観光地で撮影した写真を得て，観光の

感想を抱く．観光を終えた後，観光者は撮影した写真，観

光の感想を観光情報送信アプリケーションに入力すること

で，「事後情報」として紙媒体の観光日記と電子媒体の観

光日記を得る．観光者は紙媒体の観光日記を用いることで

自身の観光を振り返ることができる．電子媒体の観光日記

は，他の観光者に公開され，他の観光者を観光地へと誘う

「事前情報」となる．このことから，カダイアリ―は，観

光情報ライフサイクルにおける「事後情報」の生成および

「事前情報」の発信を支援している．

4. カダイアリ―の運用

我々は，システムの有効性を確認するために香川県小豆

島において実証実験を行った．小豆島は瀬戸内海の島々の

1つであり，一年間に約 1000千人の観光客が訪れる．観
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エンジェルロード

2015年08⽉20⽇ 14時18分19秒

           

 
G

池⽥港の様⼦

2015年08⽉20⽇ 14時31分04秒

⼩⾖島オリーブ⽇記

2015年08⽉20⽇

図 4 メインページ

光者に観光地で観光日記を印刷してもらうために，リコー

クラウドに接続できるプリンタを，小豆島ふるさと村 [16]

に設置した．観光者は無料でシステムを利用し，観光日記

を印刷することができる．実証実験を実施するにあたり，

多くの観光客に利用してもらうため，一人当たりの，写真

のアップロード枚数を 9枚までとした．また，観光日記を

観光者が観光中に持ち歩くことができるサイズとするため

に，A4サイズとした．実証実験は，10月 21，22，23，29，

30，11月 5，6日の計 7日間で実施された．表 2は，運用

を通じて印刷された観光日記とアップロードされた写真の

数を示している．観光日記は合計で 71冊印刷され，そのう

ちルート情報が取得できた観光日記は 18冊であった．写

真は合計で 492枚アップロードされ，そのうち位置情報付

き写真は 207枚であった．

5. まとめと今後の課題

本論文では，観光日記生成/印刷システム「KaDiary/カ

ダイアリ―」の開発と運用について述べた．カダイアリー

は「事後情報」の生成を支援しており，観光者は生成され

た観光日記を通じ，自らの観光を振り返ることができる．

また，電子媒体の観光日記は，他の観光者に公開され，他

の観光者の「事前情報」となる．現在，システムの運用を

通じて生成された観光日記を分析し，観光者の観光行動抽

⼩⾖島オリーブ⽇記

2015年08⽉20⽇

観光した時間：

04時間35分12秒

移動した距離：

40.153Km

A

20 15年0 8⽉20⽇ 0 9時55分52秒

B

20 15年0 8⽉20⽇ 11時37分23秒

C

20 15年0 8⽉20⽇ 11時38分48秒

D

20 15年0 8⽉20⽇ 11時54分27秒

E

20 15年0 8⽉20⽇ 13時50分57秒

F

20 15年0 8⽉20⽇ 14時18分19秒

G

20 15年0 8⽉20⽇ 14時31分0 4秒

P re s e n te d  b y Ka g a wa  U n i ve rs i ty,  Ya e g a s h i  L a b o ra to ry

S u p p o rte d  b y Te ri m u ku ri

F

E
AG

D
BC

Map S ate llite

5 km Map  d ata ©20 16  G o o g le ,  ZENRIN Te rms o f Use

図 5 概要ページ
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図 6 カダイアリ―の利用イメージ

出を行う取り組みを実施している．

492枚の写真を収集したが，そのうち位置情報付き写真

は全体の 42.1%だった．位置情報付き写真の枚数が少ない

と，正確な観光ルートの取得に影響を与える．利用時に，

カメラアプリの GPS機能を ONにしていただくことや，

画像認識技術などを用いて撮影された写真から位置情報を

付与する機能についても検討している．
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表 2 印刷された観光日記とアップロードされた写真の数

日付 観光日記 ルート情報が取得できた観光日記 比率 (観光日記) 写真 位置情報付き写真 比率 (写真)

10 月 21 日 (金) 3 0 0% 24 5 20.8%

10 月 22 日 (土) 8 3 37.5% 45 23 50.1%

10 月 23 日 (日) 13 3 23.1% 92 36 39.1%

10 月 29 日 (土) 9 1 11.1% 65 23 35.4%

10 月 30 日 (日) 11 2 18.2% 64 18 28.1%

11 月 5 日 (土) 9 2 22.2% 60 24 40.0%

11 月 6 日 (日) 18 7 38.9% 142 78 54.9%

合計 71 18 25.4% 492 207 42.1%
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